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＊あまりに古い問題ですので、今の東大受験生に役立つかどうか、掲載するのを躊躇する

ほどです。また、問四が全体の最重要内容を踏まえた設問ですので、東大当局はこの後

には漢字問題しか付しておりません。ありがちな「最終センテンスに傍線、120 字以内の

説明」など付すと、蛇足になるからです。 

 

 

一 身体は、他の物質体と異なり、通常、行為を支えているときは意識されず、行為を妨

げるとき、抗する対象とすら意識されうるから。 

 

＊具体例「病気」など、比喩「透明・厚み」などをそのまま用いないこと。「なじんでい

たこの身体」が「よそよそしい異物」として迫ってくる理由は、「平常時に行為を支え

ているときは意識されない身体」が、「行為を押しとどめるときには、（立ちはだかる

他者として）意識されてしまう」からである。極力本文中の表現を活かして書く。 

＊そもそも傍線部は「他の物質体とはあまりにも異質な現われ方をする」例であること

を踏まえるのを忘れないように。なお、本文は筆者の現象学的身体論がベースにある。 

 

二 身体は、人間が事物を自己のものとして意のままにするとき、自己が随意に使用しう

る手段として機能しているという意味。 

 

 ＊「所有」＝「なにかをじぶんのものとして、意のままに（できる）」と、「媒体として

働いている」＝「随意に使用しうる（道具・手段となる）」は解答に必須の内容。 

＊一般に人称代名詞「わたし・私」を解答表現に用いないこと。ここでは「自分・自己・

自意識」などの意。 

 

三 人称としての自己と身体との関係が、前者では乖離状態にあるのに対して、後者では

特定個人の存在において区別ができない。 

 

 ＊ここは「（極端に可塑的な）人称としてのわたしと身体との関係」が、「わたしは身体

をもつ」と「わたしは身体である」とではどのように異なっているかが問われている

ので、その大前提の理解を解答中で断っておくのが最低限の正答条件である。 

 ＊直前の「痛み」の具体例を一般化した内容（「だれかの身体」）と傍線部との関連が読

み取れていることを示す解答を。 

 ＊「筆者の論旨にしたがって」とわざわざ断ってある。「わたしは身体をもつ」／「わた

しは身体である」＝ＳＶＯ／ＳＶＣだ、などという素朴な常識的先入観で誤読しない



ように、という注意である。「Ｏ＝客観」といった誤答に陥らないようにしたい。 

 

四 身体空間は、物体としての身体の表面を限界とせず、人称としての自己と身体との極

端に可塑的な関係に応じて変動するから。 

  

 ＊前問に引き続き、典型的な「常識的誤読」を誘発しやすい設問。だからここにも「筆

者の論旨にしたがって」とあるのであろう。 

 ＊「気分によって伸縮する」というのが、誤読の典型である。先入観に拠らず、客観的

に（素直に）筆者の文章を読めば、「感覚の起こる場所が掌から杖の先まで伸びたのだ」

ということが、「気分による伸縮」などという心理的還元で説明できるはずはない。単

なる具体例の一つにすぎない「気分が縮こまっているときには、～身体的存在はぐっ

と収縮し」につられてしまい、陳腐な心理的解釈をしてしまわないように注意。（怪我

で杖をついている人が、杖になれてきたからといって、ずっと気分が大きくなってい

るはずがないではないか！）。ここは「靴の裏面の感覚」の例などと同様、「人称とし

てのわたしと身体とが極端に可塑的な関係にある」から、そうした「現象」が生じう

るのである。無理に自分の論理枠（対比など）や先入観（読書経験など）に押し込め

ようとせず、筆者の表現に忠実に、普通に読もう。 

 

五 ａ 染  ｂ 襲う ｃ 埋没  ｄ 自明 
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